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じ
ん
け
ん
探
訪
106

同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間

　
県
で
は
、８
月
を
「
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
」
と
定
め
、

テ
レ
ビ
で
啓
発
Ｃ
Ｍ
を
放
送
し
た
り
、
講
演
会
を
開
催
し

た
り
し
て
い
ま
す
。

同
和
対
策
審
議
会
答
申
（
１
９
６
５
年
）

　
答
申
に
は
、「
同
和
問
題
の
早
急
な
解
決
こ
そ
国
の
責
務

で
あ
り
、
同
時
に
国
民
的
課
題
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て「
国
民
的
課
題
」と
は
、「
習
慣・風
習
」で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
葬
儀
で
の
「
き
よ
め
塩
」、
結
婚
式
・
披

露
宴
で
の
「
ご
両
家
」
と
い
う
言
葉
や
「
○
○
家
控
室
」

と
い
う
表
示
な
ど
が
「
習
慣
・
風
習
」
と
言
え
ま
す
が
、

私
た
ち
に
社
会
通
念
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、

「
み
ん
な
や
っ
て
い
る
か
ら
」
と
い
う
認
識
と
な
り
ま
す
。

　
現
在
の
憲
法
第
24
条
で
は
、「
婚
姻
は
両
性
の
合
意
の
み

に
基
づ
い
て
成
立
…
」
と
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

旧
民
法
の
「
家
制
度
」
の
な
ご
り
か
ら
「
ご
両
家
」と
い

う
言
葉
が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
県

条
例
で
規
制
さ
れ
て
い
る
の
に
、
身
元
調
査
が
行
わ
れ
る

の
も
同
様
の
意
識
か
ら
だ
と
考
え
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
は

差
別
意
識
と
結
び
つ
い
た
風
習
で
あ
る
た
め
、
許
さ
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
、
な
お
続
く
部
落
差
別

　
私
た
ち
の
知
識
や
認
識
は
、
学
校
教
育
や
行
政
に
よ
る

啓
発
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
こ
と
よ
り
も
、
日
常
生
活
で

の
情
報
や
経
験
に
よ
っ
て
築
か
れ
る
こ
と
の
方
が
多
い
と

言
え
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
テ
レ
ビ
、
新
聞
な
ど
か

ら
続
々
と
入
っ
て
く
る
情
報
、
ま
た
家
族
や
友
人
、
隣
人

と
の
会
話
な
ど
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
を
社
会
意
識

（
社
会
の
価
値
観
）
と
言
い
ま
す
。

　
多
く
の
情
報
が
や
り
取
り
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
同
和

問
題
に
対
す
る
も
の
は
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
の
も
の
が

大
半
で
す
。
つ
ま
り
、
自
己
認
識
を
形
成
し
て
い
く
中

で
、
被
差
別
部
落
に
対
す
る
マ
イ
ナ
ス
の
情
報
が
社
会

意
識
と
し
て
刷
り
込
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

　「
あ
え
て
取
り
上
げ
る
か
ら
な
く
な
ら
な
い
」
と
い

う
意
見
が
意
識
調
査
で
散
見
さ
れ
ま
す
が
、「
そ
っ
と

し
て
お
く
」
こ
と
は
部
落
問
題
か
ら
切
り
離
さ
れ
る
こ

と
で
は
な
く
、
社
会
意
識
と
し
て
部
落
問
題
を
差
別
的

に
知
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。そ
し
て
、差
別
的
な
イ
メ
ー

ジ
や
情
報
が
漂
う
中
で
日
常
生
活
を
繰
り
返
す
う
ち
に
、

部
落
差
別
が
再
生
産
さ
れ
て
い
き
ま
す
。「
同
和
は
こ

わ
い
」
と
い
う
意
識
も
同
様
で
す
。

　
生
活
の
中
に
あ
る
差
別
意
識
と
結
び
つ
い
た
社
会
通

念
（
習
慣
・
風
習
）
を
な
く
す
と
同
時
に
、
正
し
い
認

識
こ
そ
が
、
部
落
差
別
解
消
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
　
　
　
人
権
課
　
☎
73
・
３
0
0
8

文
書
館
だ
よ
り

　
自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ノ
ー
ト
（
A
５

判
）
を
和
綴
じ
で
作
り
ま
す
。
夏
休
み
の
工

作
に
い
か
が
で
す
か
。

日
時
　
８
月
24
日
（
土
）

　
　
　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

会
場
　
山
本
町
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員
　
５
グ
ル
ー
プ
15
人
程
度
（
先
着
順
）

　
　
　
※
小
学
３
年
生
以
下
は
、
保
護
者
の
同

　
　
　
　
伴
が
必
要

申
し
込
み
方
法

　

　
文
書
館
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

持
ち
物

　
ハ
サ
ミ
、
定
規
（
30
㎝
程
）、
表
紙
に

し
た
い
用
紙
（
20
㎝
×
25
㎝
程
度
２
枚
、

文
書
館
で
も
用
意
し
て
い
ま
す
）

▶

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
市
文
書
館
　
☎
63
・
１
0
1
0

わ
　と

わ

　と

ぶ
ん
し
ょ
か
ん
の
夏
休
み

（
子
ど
も
体
験
講
座
）

「
和
綴
じ
ノ
ー
ト
を
作
ろ
う
！
」

わ　と

▲お手製の和綴じノート

わ　と

▲ノートを和綴じしています

　 ▲

申し込み・問い合わせ　子育て支援課　☎73-3016
児童扶養手当現況届の提出月です

　
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
る
資
格
の
あ

る
人（
支
給
停
止
の
人
を
含
む
）は
、
毎

年
８
月
中
に
現
況
届
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。

　
対
象
者
に
は
、
個
別
に
通
知
を
送
付

し
て
い
ま
す
。
受
給
資
格
者
本
人
が
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
（
代
理
者
に

よ
る
届
け
出
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
）。

受
付
期
間
　
８
月
１
日（
木
）〜
30
日（
金
）

受
付
場
所
　
子
育
て
支
援
課

※
支
所
で
の
受
け
付
け
は
行
い
ま
せ
ん
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

•
現
況
届
の
お
知
ら
せ
通
知
「
児
童

扶
養
手
当
現
況
届
の
提
出
に
つ
い

て
」

•
児
童
扶
養
手
当
証
書
（
全
部
支
給

停
止
の
人
は
不
要
）

•
一
部
支
給
停
止
適
用
除
外
事
由
届

出
書
（
緑
色
の
用
紙
）
お
よ
び
添

付
書
類
（
対
象
者
に
は
６
月
に
郵

送
済
）

※
そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
、状
況
を
確
認
で
き

る
書
類
の
提
出
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

す
。

お知らせ

▲

申し込み・問い合わせ　福祉課　☎73-3015
福祉年金を支給します

対
象
者
（
７
月
１
日
現
在
）

•
身
体
障
害
者
手
帳
や
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
県

発
行
の
特
定
医
療
費
（
指
定
難

病
）
受
給
者
証
を
持
っ
て
い
る
人

•
１
年
以
上
、市
内
に
住
所
が
あ
る
人

※
転
出
・
転
入
、
死
亡
な
ど
に
よ
り
、

支
給
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

支
給
額

 
（
年
額
）

　
８
，０
０
０
円
〜
１
４
，０
０
０
円

※
障
が
い
の
種
類
や
程
度
、
年
齢
に
よ

り
、
支
給
額
が
異
な
り
ま
す
。

※
65
歳
以
上
の
人
は
半
額
を
支
給
し
ま
す
。

申
し
込
み
方
法

　
次
の
人
は
、
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

•
新
た
に
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
人

（
８
月
初
旬
に
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
）

•
新
た
に
特
定
医
療
費
（
指
定
難

病
）
受
給
者
証
の
交
付
を
受
け
た

人
で
、
ま
だ
申
請
し
て
い
な
い
人

※
過
去
に
申
請
し
て
い
る
人
は
、
新
た

に
申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

必
要
書
類

•
各
手
帳
、
受
給
者
証

•
振
込
先
の
口
座
が
分
か
る
も
の

　（
通
帳
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
な
ど
）

支
給
方
法

　
12
月
中
旬
に
指
定
口
座
に
振
り
込
み

次
の
場
合
は
、
届
け
出
が
必
要
で
す

•
福
祉
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
で
、

治
癒
な
ど
で
手
帳
ま
た
は
受
給
者

証
を
返
還
し
た
場
合

•
振
込
先
口
座
を
変
更
す
る
場
合

くらし

•
特
別
障
害
者
手
当

受
給
資
格
者

　
日
常
生
活
に
お
い
て
、
常
時
特
別
の

介
護
を
必
要
と
す
る
20
歳
以
上
の
在
宅

で
生
活
し
て
い
る
人

手
当
月
額
　２
８
，８
４
０
円（
４
月
現
在
）

•
障
害
児
福
祉
手
当

受
給
資
格
者

　
日
常
生
活
に
お
い
て
、
常
時
介
護
を

必
要
と
す
る
20
歳
未
満
の
在
宅
で
生
活

し
て
い
る
人

手
当
月
額
　１
５
，６
９
０
円（
４
月
現
在
）

•
特
別
児
童
扶
養
手
当

受
給
資
格
者

　
重
度
ま
た
は
中
度
以
上
の
障
が
い
を

持
つ
20
歳
未
満
の
子
ど
も
を
監
護
し
て

い
る
父
も
し
く
は
母
、
ま
た
は
養
育
者

手
当
月
額
（
４
月
現
在
）

１
級
（
重
度
障
が
い
児
）
５
５
，３
５
０
円

２
級
（
中
度
障
が
い
児
）
３
６
，８
６
０
円

※
そ
の
他
条
件
に
よ
り
受
給
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※
所
得
制
限
に
よ
り
、
手
当
の
支
給
が
停

止
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
初
め
て
手
当
を
受
け
る
に
は
、
福
祉
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

所
得
状
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　
８
月
初
旬
に
、
対
象
者
に
は
案
内
を
送

付
し
ま
す
。
８
月
30
日（
金
）ま
で
に
、
福

祉
課
ま
た
は
各
支
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

▲

申し込み・問い合わせ　福祉課　☎73-3015

身体または精神に重度の障がいを持っている人に
手当を支給します

くらし

●
平
日
時
間
外
の
受
け
付
け

　
日
時
　
８
月
６
日（
火
）、
14
日（
水
）、

　
　
　
　
22
日（
木
）

　
　
　
　
午
後
５
時
30
分
〜
７
時
30
分

　
場
所
　
三
豊
市
役
所
 西
館

●
休
日
の
受
け
付
け

　
日
時
　
８
月
18
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
１
時

　
場
所
　
三
豊
市
役
所
 西
館

市
人
権
・
同
和
問
題
講
演
会

8月は

※
手
話
・
要
約
筆
記
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
８
月
20
日
（
火
） 

午
後
２
時
〜
３
時
40
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 （
受
付
：
午
後
１
時
〜
）

場
所
　
マ
リ
ン
ウ
ェ
ー
ブ

講
師
　
大
湾
　
昇
　
氏

　
　
　（
絆
創
膏
の
会
）

演
題
　
出
会
い
と
表
現

　
　
　
　
〜
あ
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
な
い
こ
と
に
し
な
い
〜

お
お
わ
ん
　
 のぼ
る

ば
ん
そ
う
こ
う
　
　か
い


